
  
科目名 電気法規 英語科目名 Electrical regulations 

開講年度・学期 平成２７年度・後期 対象学科・専攻・学年 電気情報工学科５年 

授業形態 講義 必修 or 選択 選択 

単位数 ２単位 単位種類 学修単位 (15+30)h 

担当教員 稲葉雄一（非常勤） 居室（もしくは所属） 電気情報工学科 

電話 教務係 E-mail 教務係 

 
授業の達成目標 
 

授業達成目標との対応 

小山高専の 
教育方針 

学習・教育 
目標(JABEE) 

JABEE 基準
要件 

１．電気事業法の目的や電気事業の種類について説明できること。  
 
  ④ 
 

 
 
  Ａ 
 

 
 
ｄ－１、ｇ 
 

２．電気工作物の種類や自主保安体制の内容について説明できること。 

３. 電気事故報告せねばならない場合について説明できること。 

４．自家用電気工作物の設置者に課す義務について説明できること。 

５．電気設備技術基準の基本事項について説明できること。 

６．電力負荷特性を示す数値について説明できること。 

各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法 

１～３：中間試験の成績および自学自習に関する課題の解答内容で評価し、総合的に６０％以上の成績で目標達成と
みなす。 
４～６：定期試験の成績および自学自習に関する課題の解答内容で評価し、総合的に６０％以上の成績で目標達成と
みなす。 

評価方法 

下記２項目の加重平均によって評価する。 
１．中間・定期試験（８０％ ただし、中間試験と定期試験の得点配分は４：６とする） 
２．課題の解答内容（２０％） 

授業内容 授業内容に対する自学自習項目 自学自習時間  

１．電気関係法規の体系及び必要性 
電気に関係する法律の必要性についてまとめ、次
回の授業日に提出する。 

4 

２．電気事業の種類と電気法規の変遷 
電気事業の特質についてまとめ、次回の授業日に
提出する。 

4 

３．電気事業法の目的と事業規制 
電気事業法の目的についてまとめ、次回の授業日
に提出する。 

4 

４．事業規制（続き）、計量法、電源三法 復習問題１を解答し、次回の授業日に提出する。 4 

５．電気保安の考え方、電気工作物の種類 
電気の保安確保の考え方についてまとめ、次回の
授業日に提出する。 

4 

６．事業用電気工作物の保安体制 
電気工作物の種類についてまとめ、次回の授業日
に提出する。 

4 

７．一般用電気工作物の保安体制 
復習問題２の１～４を解答し、次回の授業日に提
出する。 

4 

８．中間試験 これまでの授業内容について復習する。 4 

９．中間試験解説・障害防止の考え方 
電気工作物による障害防止の考え方についてまと
め、次回の授業日に提出する。 

4 

10．電気工作物の技術基準（用語の定義） 
電圧に関する用語および電圧区分についてまと
め、次回の授業日に提出する。 

4 

11．電気工作物の技術基準（接地工事） 
接地工事の目的と種類及び内容についてまとめ、
次回の授業日に提出する。 

4 

12．電気工作物の技術基準（保安装置） 
電路の保護及び保安装置についてまとめ、次回の
授業日に提出する。 

4 

13．電気工作物の技術基準（電線路） 
復習問題３の１～６を解答し、次回の授業日に提
出する。 

4 

14．電気施設の管理と運用（負荷の特性）  
復習問題６の３を解答し、次回の授業日に提出す
る。 

4 

15．電気施設の管理と運用（系統の運用） 
これまでの授業内容について復習する。 
 

4 

（定期試験）   

 自学自習時間合計 60 

キーワード 事業規制、保安規制、自主保安、電気主任技術者、技術基準、需給バランス、系統運用 

教科書 竹野正二「電気法規と電気施設管理」東京電機大学出版局 

参考書  

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 電気機器工学 

現学年の関連科目 電力システム工学、高電圧工学 

次年度以降の関連科目  



連絡事項 

１．授業方法は講義を中心とし、演習問題や課題を出して解答の提出を求めます。 
２．問題や課題は必ず行い、電気技術者として必要な関連法規の大要を理解してほしい。 
３．試験時間は６０分とし、教科書、配布資料、ノート、電卓の持込は不可とします。 
 

シラバス作成年月日 平成 27 年 2月 19 日 

 


